マンモスゾウはなぜ絶滅したか
出穂雅実・佐藤宏之
　マンモスゾウはいつ，なぜ絶滅したのか。アフリカに起源をもつ現代人Homo sapiensは、後期更新世後半に世界各地へ拡散したが、それはマンモスゾウの絶滅にどのような影響を与えたのだろうか．
　現在この問題は、「第四紀後期における大型哺乳類の大量絶滅問題」と関連して議論が盛んに行われている。後期更新世後半，およそ40,000年前以降，地球上の生物の絶滅種数は徐々に増加し，後期更新世末の14,000から11,500年前に、大型哺乳類の絶滅がピークを迎える．ユーラシア大陸とアメリカ大陸を含む北半球のほとんどの地域で，かつて草原を闊歩していたマンモスゾウや毛サイなどの大型哺乳類は絶滅した．世界各地の様々な分野の研究者が，手を取り合いあるいは競い合ってこの問題に取り組んでいるが，いまだに結論は出ていない．この課題にチャレンジすることは，近年の地球環境問題や生物多様性の問題の根源を理解するうえで重要な知見をもたらすものと期待されている．
　マンモスゾウの絶滅に関してこれまで描かれたシナリオは、大枠で3種類に分けることが出来る．第1は，人類による積極的な狩猟がマンモスゾウの絶滅を導いた直接的な原因であるとする「過剰殺戮説」．第2は，およそ40,000年前以降の急激かつ短周期的に変動する気候変動と、それに伴って生じた植生変化がマンモスに適した生息域（マンモス・ステップ）を急速に減少させ，ついには絶滅に導いたとする「自然環境変動説」．第3の説は，これら2つの要因が組み合わさって、マンモスゾウが絶滅したとする「複合説」．この他にウイルス説や彗星衝突説など様々あるが，基本的には第1から第3の説が大勢を占めている．
　一方で，1980年代以降，高精度・高分解能の古気候・古環境復元研究が活発化し，過去数万年間の気候変動が、数年から数十年という非常に詳細な単位で復元されはじめた．さらに1990年代後半以降，放射性炭素年代測定法（加速器質量分析法と測定試料となるコラーゲン抽出技術等）の飛躍的な進展があったため，化石試料の地理分布と年代に関するデータが質・量ともに飛躍的に増加し，これまでの仮説の評価が総合的に提示されはじめた．Stuart et al（2002）やKuzmin and Orlova（2004）は，合計500点を超えるこれら化石試料の年代上の証拠によって，マンモスゾウの絶滅が世界各地で一時期に生じたのではないことをはっきりと示した（図1）．
　マンモスゾウの分布域は，およそ40,000年前に最大となり，ユーラシア大陸北半（ヨーロッパ，北海道を含む北アジア全域）と北アメリカ大陸全域に棲息するようになった．その後，およそ14,000年前までの間に、各地で徐々に生息数が減り始める．北海道や中国東北部などのマンモス生息域の南限では，およそ20,000年前まで確実な化石証拠があるが，それ以降はない．北米，ヨーロッパおよびシベリア南部では，およそ14,000年前まで化石証拠が豊富に産出するが，それ以降は非常に少なくなり，ヨーロッパ北部はおよそ10,000年前には全く産出しなくなる．
　その次の段階，14,000年前から10,000年前にかけての化石は，ユーラシア大陸北極圏（タイミール半島，ノヴォシビルスク諸島，チュコトカ半島など）だけで確認されるようになる．それまでユーラシア大陸北半に広く生息していたマンモスゾウが大陸北端に生息域を急激に狭めていることが窺える．その後，10,000年前から6,000年前の段階では，北極圏のチュコトカ自治管区の北極海沿岸およびウランゲル島の極めて狭い範囲に、さらに生息域を狭めた．6,000年前から4,000年前には，生息域はウランゲル島のみとなり，エジプトや黄河流域などで文明が発生する頃，マンモスゾウは，それとは無関係に，完全に絶滅した．
　このような化石の年代値と地理分布の情報が整理されるまでは，断片的な情報に基づいてマンモスゾウの絶滅因子を議論されてきたわけだが，近年はこのような豊富な基礎データに基づいて、総合的な解釈が行われる条件が整ってきた．現代人の進出時期，人口増加率，狩猟方法や狩猟具の発展などと大型哺乳類の地理的分布や絶滅年代を対比したとき，過剰殺戮説とは整合しないデータが多くあることがわかってきた．これまで紆余曲折を辿ってきたマンモスゾウ絶滅のシナリオは，マンモスゾウに適した生息環境の断片化と縮小が基本的な原因と考えられはじめている．
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